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教育広報 

★講演会「青少年のこころとからだ」

★平成20年度教育費予算概要

★千代田区立教育研究所
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｢夢の課外授業｣（番町小学校）での

古田敦也（東京ヤクルトスワローズ前監督）さんの指導
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澤
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夫

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

市
川
　
　
正

教
育
委
員

堀
口
　
雅
子

教
育
委
員
長

近
藤
　
明
義

３
月
31
日
付
で
教
育
委
員
会
は
左
記
の
構
成
に
な

り
ま
し
た
。
千
代
田
区
に
お
け
る
多
く
の
教
育
課
題

に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

老朽化による建て替えを計画している麹町保育園（一番町4）は、旧土木事務所三番町分室跡

地（三番町7）に仮園舎を建設し、平成20年5月7日から仮園舎での保育を開始しました。

仮園舎は、鉄骨造2階建・延床面積845㎡（移転前586㎡）で、各保育室は移転前と比較し

1.3倍から1.5倍程度広くなりました。園児たちは「ひろくなったね」とおもちゃやブロックを

広げて楽しそうに遊んでいます。専用の園庭はありませんが、仮園舎の屋上をはじめ近隣の「東

郷公園」や「お日さま広場」を活用しながら屋外保育を進めていきます。夏には屋上でプール遊

びも行う予定です。

なお、新園舎の整備については、保護者や地域の方々のご意見やご要望をお聞きしながら進め

ていきます。
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ー 青少年地区委員会の活動とは ー
区内4警察署（麹町・丸の内・神田・万世橋）の管轄地域ごとに設置し、青少年の

健全育成に関係した講演会の開催や地域ごとのパトロール活動、青少年ハンドブッ

ク作成など、地域の実態にあった活動を行っています。

現在、約120名の委員のみなさんが活動しています。

からだ」の講演会

お二人からは、性情報など子どもたち

を取り囲む現状や正しい情報を伝えるた

めの保護者と子どもへの性についての学

習の必要性、性感染症の恐ろしさ、家庭

での年齢に応じた性教育の必要性、日常

からの親子の会話の必要性など、第一線

で活躍する方ならではの貴重なお話を聞

くことができました。

こどもと性に向き合いませんか　　 路野富子さんこどもと性に向き合いませんか　　 路野富子さん

家族の健康管理をするのは、母親の役割が大きいと考え

ます。家庭で安心してくつろげる場を提供していくこと、

親子の会話が多いほど初交年齢も引き上げられるというこ

とです。今、いろんな意味で性被害が出ていますが、加害

者にも被害者にもならないように、子どもたちに具体的な

回避方法、予防方法をきちんと理解させて、子どもたちを

守るということが親の役目ではないかと考えています。子

どもからの性に関する質問にも、家庭できちんとどういうふうに答えるかを事前

に準備することも必要ではないでしょうか。

生まれてからすぐ始まる子どもとの多様な触れ合いを通じて、母親を信頼でき

る人と感じて、人間を信用する態度になるわけですから、子育てをきちんとして

いくことがその後の子どもとの関係にも大切となっていきます。

家庭での年齢や発達に応じた性の健康管理の実践が重要ではないでしょうか。
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「青少年のこころと

千代田区青少年対策地区委員会では、平成20年１月23日（水）に「青少年のこ

ころとからだ」をテーマにした講演会を開催しました。

今回は、堀口雅子さん（性と健康を考える女性専門家の会・会長、産婦人科・

医師、千代田区教育委員）と路野富子さん（助産師、日本助産師会相談役、思春

期・更年期相談員）から、～診療の場から保護者たちに伝えたいこと～について、

お話がありました。

会場となった千代田区役所1階区民ホールには、区立学校の保護者や学校関係

者など約100名の参加がありました。

今回の紙面では、そのごく一部を紹介します。

講演会の内容は、区のホームページでご覧になれます。ぜひ、ご利用ください。

産婦人科医の立場から　 堀口雅子さん産婦人科医の立場から　 堀口雅子さん

今、性の正しい科学を正しく学び伝えることが、い

ろいろと誤解され、対応が難しくなってきています。

そこで大切なのは保護者の皆さんです。

しかし、現代の性に対する問題を知らないことが多

いのが現状です。

現状は、初交年齢の低年齢化で、16歳くらいでの性

行為が多く見られる状況となっています。

今の母親の年代は、「できちゃった婚」など自分た

ちの経験から、妊娠や避妊についての注意はできても、性感染症のことは全然頭

にないわけです。しっかりと勉強してほしいと思います。

性感染症は、病気をもらうと膀胱炎がひどくなるとかだけではなくて、将来赤

ちゃんがほしいときに妊娠できなくなったり、流産したり、赤ちゃんが感染を起

こして肺炎になったりして、一生何か背負っていかなければならなくなってしま

す。今の自分の行動が大切なことを知ってほしいと思います。

お母さんのお腹の条件がいいから、良い赤ちゃんが生まれる。良い学童期があ

るから、良い思春期があり、良い大人になっていく。更年期も勉強しているから、

骨粗しょう症なんかで寝たきりにならない。いつも「今」が過去の集積であって、

未来の布石であることを知り、今を大切にしてほしいと思います。
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平成20年度千代田区教育委員会　教育目標 （概要）

教育目標を実現するための基本方針（概要）

千代田区教育委員会は、「千代田区新世紀構想」に示された基本理念である「都心の魅力にあ
ふれ、文化と伝統が息づくまち千代田」の実現を目指し、未来を担うこどもたちに対して以下
に示した人間像の育成に向けて教育を推進します。

● 社会規範を身に付け、社会に貢献しようとする人間
● 個性を磨き、生涯を通じて学ぶ意欲と創造力をもった人間
● たくましく生きるための健康と体力を自己管理できる人間
● 豊かな心を備え、国際社会で活躍できる人間

また、就学前教育・学校教育さらにはそれらを含む生涯教育を充実し、誰もが生涯を通じて
主体的に学ぶことのできる生涯学習社会の実現と他者や社会、自然や環境と共に生きる共生社
会の実現を図るとともに、受け継がれてきた伝統文化を育てながら、千代田区らしい新たな文
化の創出に努めます。
そして、教育は、家庭、学校及び地域社会のそれぞれが責任を果たし、連携して行われなけ

ればならないとの強い認識に立ち、すべての人々が教育に参加することを目指します。

【 基本方針1 人権尊重の精神と豊かな人間性をはぐくむ教育の推進 】
すべての大人、こどもが人権尊重の理念を正しく理解し、豊かな人間性をはぐくみ、他人を

思いやる心、規範意識や社会生活上のルールを守るなどの社会性を身に付けられるよう、人権

教育及び心の教育を充実するとともに、社会性・公共の精神をはぐくむ教育を推進します。

【 基本方針2 学ぶ意欲と創造力を伸ばす教育の推進 】
生涯を通じて自ら学び、自ら考え、自ら行動して、創造的に自己実現を図り、充実した生き

方ができるよう、基礎的・基本的な学習内容と学習意欲を重視し、探究心や発想力、創造力な

ど幅広い確かな学力が定着できる教育活動を推進します。

【 基本方針3 たくましく生きるための健康・体力を培う教育の推進 】
自らの健康に関心をもち、「生きる力」の重要な要素である、健康や体力について自己管理

できるようにするために、あらゆる機会に健康教育を推進します。また、人々が生涯にわたり

自ら学び自己実現を図ることができるよう、様々な学習機会を通じて、文化芸術やスポーツに

親しめる活動を推進します。

【 基本方針4 社会の変化に対応できる力を育成する教育の推進 】
国際化、情報化の進展、地球環境の悪化などめまぐるしく変化する現代社会において、世界

の人々と積極的に対話し、自ら課題を乗り越え、世界を舞台に行動できるよう、国際教育をよ

り一層充実し、こどもたちに国際人としての広い視野と共生の精神をはぐくむとともに、情報

教育や地球温暖化を視野に入れた環境教育の一層の推進を図ります。

【 基本方針5 教育施設と地域社会の連携及び家庭教育の充実 】
家庭は教育の原点であり、すべての教育の出発点であることを基本に、学校をはじめとする

教育施設と家庭・地域社会の協働を通して、都心千代田にふさわしい魅力ある教育環境づくり

を推進するため、大学や企業・ＮＰＯ等との緊密な連携・協力のもと、地域に根ざし区民の期

待に応えられる、開かれた学校・園運営を展開します。

平成20年度千代田区教育委員会　教育目標 （概要）
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１
地
域
・
家
庭
・
学
校
が
連
携
し

て
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育

成
に
取
り
組
み
ま
す

【
新
規
】

共
育
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

予
算
額
六
、
〇
〇
〇
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
総
務
課
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
は
、
平
成
19
年
度
か

ら
次
世
代
育
成
部
門
と
の
組
織
統
合
を
行
い
、

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
関
わ
る

様
々
な
施
策
を
、
教
育
・
福
祉
の
枠
組
み
に

捉
わ
れ
ず
、
効
率
的
に
執
行
す
る
組
織
と
し

ま
し
た
。

平
成
20
年
度
は
、
福
祉
の
子
育
て
施
策
と

学
校
教
育
と
を
一
体
的
に
捉
え
、
行
政
と
、

家
庭
、
地
域
、
学
校
が
連
携
し
て
「
共
に
育

む
」
た
め
の
効
果
的
な
方
針
を
策
定
し
ま
す
。

【
新
規
・
独
自
】

健
康
・
食
育
・
体
力
向
上
プ
ラ
ン

予
算
額
五
、
三
四
七
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
育
成
・
指
導
課
〉

個
に
応
じ
た
適
度
な
運
動
と
休
養
、
そ
し

て
適
切
な
栄
養
の
摂
取
に
よ
り
、
知
・
徳
・

体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
児
童
・
生
徒
を
育

成
す
る
た
め
、
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の

専
門
家
を
小
学
校
・
中
学
校
・
中
等
教
育
学

校
へ
派
遣
し
、
体
力
・
運
動
能
力
の
個
人
別

デ
ー
タ
や
、
生
活
習
慣
に
つ
い
て
の
状
況
等

か
ら
、
児
童
・
生
徒
や
保
護
者
、
部
活
動
、

学
校
全
体
に
運
動
分
野
・
栄
養
分
野
の
ア
ド

バ
イ
ス
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

【
新
規
】

委
員
会
活
動
の
点
検
・
評
価

予
算
額
一
、
四
七
三
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
総
務
課
〉

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関

す
る
法
律
」
の
改
正
に
基
づ
き
、
教
育
委
員

会
の
事
務
の
管
理
・
執
行
状
況
に
つ
い
て
の

点
検
・
評
価
を
行
い
、
委
員
会
活
動
全
般
の

改
善
と
区
民
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
教

育
委
員
会
運
営
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
拡
充
】

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
・
小
学
校
国
際
教
育

予
算
額
一
九
、
七
三
八
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
育
成
・
指
導
課
〉

国
際
的
視
野
を
広
め
、
国
際
性
豊
か
な
幼

児
・
児
童
の
育
成
を
図
る
た
め
、
外
国
人
講

師
と
担
任
の
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に

よ
る
英
語
に
親
し
む
活
動
を
行
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
基
本
的
に
小
学
校
１
〜

２
年
生
は
年
６
回
、
３
〜
４
年
生
は
年
12
回
、

５
〜
６
年
生
は
年
35
回
行
い
ま
す
。
幼
稚
園

は
年
６
回
で
す
。
な
お
、
富
士
見
幼
稚
園
・

小
学
校
と
千
代
田
幼
稚
園
・
小
学
校
は
国
際

教
育
推
進
校
の
た
め
、
幼
稚
園
は
年
16
回
、

小
学
校
１
〜
４
年
生
は
年
17
〜
35
回
実
施
し

ま
す
。

【
拡
充
】

発
達
支
援
・
特
別
支
援
教
育
推
進
協
議
会

予
算
額
三
、
〇
六
四
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
育
成
・
指
導
課
〉

「
千
代
田
区
発
達
支
援
・
特
別
支
援
教
育

推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
千
代
田
区
に
お

い
て
実
施
し
て
い
る
発
達
支
援
事
業
と
特
別

支
援
教
育
の
検
証
及
び
課
題
整
理
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
中
学
校
以
降
の
生
徒
に
対
す
る

支
援
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
一
層
の
推
進
を

め
ざ
し
ま
す
。

【
拡
充
】

学
校
図
書
（
小
学
校
）

予
算
額
二
三
、
五
〇
〇
千
円

学
校
図
書
（
中
学
校
）

予
算
額
　
二
、
九
〇
〇
千
円

学
校
図
書
（
中
等
教
育
学
校
）

予
算
額
　
二
、
九
六
〇
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
支
援
課
〉

区
で
は
、
平
成
18
年
度
に
「
千
代
田
区
子

ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、
積

極
的
な
読
書
活
動
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
に
は
、
全
国
で

も
初
め
て
と
な
る
幼
稚
園
や
児
童
館
等
へ
の

司
書
派
遣
を
実
施
し
、
蔵
書
資
料
の
選
定
支

平
成
20
年
度

こ
ど
も
・
教
育
費
予
算

総
額
　
八
八
億
八
、
四
二
七
万
円

1
地
域
・
家
庭
・
学
校
が
連
携
し
て
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
子
ど
も
を
育
む
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

3
子
ど
も
と
親
が
共
に
育
ま
れ
る
よ
う
地
域
全
体
で
あ
た
た
か
く
支
え
ま
す
。

4
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
・
活
用
を
図
り
ま
す
。

平
成
20
年
度

こ
ど
も
・
教
育
費
予
算
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援
や
図
書
室
運
営
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
小
中
学
校
の
図
書
室
に

お
け
る
蔵
書
資
料
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
司
書
派
遣
の
回
数
を
、
平
成
19
年
度
の

週
１
回
か
ら
週
３
回
に
拡
充
し
ま
す
。

２
子
ど
も
を
育
む
環
境
の
整
備

に
取
り
組
み
ま
す

【
新
規
】

麹
町
中
学
校
の
整
備

予
算
額
四
三
二
、
六
三
二
千
円

新
校
舎
整
備予

算
額
一
五
九
、
五
六
二
千
円

解
体
工
事

予
算
額
一
五
三
、
七
四
〇
千
円

仮
校
舎
整
備予

算
額
　
九
五
、
三
七
〇
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
施
設
課
〉

物
品
等
移
設予

算
額
　
二
三
、
九
六
〇
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
支
援
課
〉

老
朽
化
し
た
麹
町
中
学
校
を
建
替
え
、
教

育
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
建
設
協
議
会
の
意
見
を

踏
ま
え
、
仮
校
舎
へ
の
移
転
、
旧
校
舎
の
解

体
、
新
校
舎
の
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。

な
お
、
麹
町
中
学
校
の
仮
校
舎
は
、
現
６

号
館
及
び
旧
永
田
町
小
学
校
を
使
用
し
ま
す
。

【
継
続
】

番
町
小
学
校
耐
震
補
強
工
事

予
算
額
一
七
〇
、
八
四
五
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
施
設
課
〉

老
朽
化
し
た
校
舎
を
改
修
し
、
安
全
で
安

心
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
核
と
な
る
避
難

所
施
設
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
た
め
、
耐

震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

工
事
は
３
か
年
計
画
で
あ
り
、
平
成
20
年

度
は
そ
の
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

○
平
成
18
年
度
耐
震
補
強
基
本
設
計
を
実
施

○
平
成
19
年
度
耐
震
補
強
実
施
設
計
、
工
事

を
実
施

○
平
成
20
年
度
耐
震
補
強
工
事
を
実
施

【
継
続
】

（
仮
称
）
富
士
見
こ
ど
も
施
設
整
備

予
算
額
　
二
一
、
一
四
〇
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
施
設
課
〉

富
士
見
小
学
校
・
幼
稚
園
の
改
築
に
際
し

て
、
地
域
開
放
を
前
提
に
、
０
歳
〜
18
歳
未

満
の
児
童
を
対
象
と
し
た
『
総
合
こ
ど
も
施

設
』
を
整
備
し
ま
す
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
に
お
い
て
児

童
を
総
合
的
に
育
み
、
の
び
の
び
と
健
や
か

な
子
ど
も
の
成
長
を
支
援
す
る
た
め
、「
小
学

校
」「
こ
ど
も
園
」「
児
童
健
全
育
成
機
能
」

を
一
体
的
な
施
設
と
し
て
計
画
し
ま
し
た
。

施
設
全
体
で
児
童
の
健
全
育
成
を
図
る
な
ど
、

自
治
体
と
し
て
は
前
例
の
な
い
、『
総
合
こ
ど

も
施
設
』
と
し
て
整
備
し
ま
す
。

な
お
、
竣
工
は
平
成
22
年
１
月
、
開
設
は

平
成
22
年
４
月
の
予
定
で
す
。

【
継
続
】

麹
町
保
育
園
舎
整
備

予
算
額
一
四
、
二
一
四
千
円

新
園
舎
整
備
支
援

予
算
額
　
七
、
四
四
三
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
施
設
課
〉

物
品
等
移
設

予
算
額
　
六
、
七
七
一
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
支
援
課
〉

昭
和
39
年
に
竣
工
さ
れ
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
麹
町
保
育
園
を
建
て
替
え
る
た
め
、

仮
園
舎
へ
移
転
し
ま
す
。
ま
た
、
新
園
舎
の

整
備
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

な
お
、
神
田
保
育
園
に
つ
い
て
は
平
成
20

年
度
に
仮
園
舎
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
継
続
】

施
設
改
修
（
小
学
校
）

予
算
額
一
九
六
、
八
五
〇
千
円

施
設
改
修
（
中
学
校
）

予
算
額
　
一
五
、
五
〇
〇
千
円

施
設
改
修
（
児
童
施
設
）

予
算
額
　
四
〇
、
五
五
六
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
施
設
課
〉

平
成
20
年
度
は
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
学

校
及
び
児
童
福
祉
施
設
の
環
境
整
備
を
行
い

ま
す
。

《
小
学
校
・
幼
稚
園
》

○
パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
ラ
ザ
「
プ
ー
ル
ろ
過
装

置
改
修
」、
お
茶
の
水
小
学
校
・
幼
稚
園

「
外
壁
・
プ
ー
ル
改
修
工
事
」、
千
代
田
小

学
校
「
校
庭
改
修
工
事
」、
神
田
さ
く
ら

館
「
自
動
制
御
装
置
改
修
工
事
」、
和
泉

小
学
校
「
校
庭
整
備
」

《
中
学
校
》

○
神
田
一
橋
中
学
校
「
プ
ー
ル
ろ
過
装
置
交

換
修
繕
」、「
体
育
館
屋
根
塗
装
工
事
」

《
児
童
館
》

○
一
番
町
児
童
館
「
外
壁
補
強
工
事
」
な
ど

【
継
続
】

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
（
小
学
校
）

予
算
額
七
九
、
四
六
一
千
円

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
（
中
学
校
）

予
算
額
一
九
、
八
六
七
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
育
成
・
指
導
課
〉

【
継
続
】

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
（
中
等
教
育
学
校
）

予
算
額
二
二
、
二
六
五
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
中
等
教
育
学
校
〉

小
学
校
・
中
学
校
・
中
等
教
育
学
校
の
情

報
化
を
推
進
す
る
た
め
、
光
通
信
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
と
校
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
活
用

に
よ
る
情
報
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
小
学
校
・
中
学
校
・
中

等
教
育
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
台
数
を
増
や
し
、
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複
数
の
学
級
で
同
時
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

３
子
ど
も
と
親
が
共
に
育
ま
れ

る
よ
う
地
域
全
体
で
あ
た
た

か
く
支
え
ま
す

【
継
続
】

次
世
代
育
成
支
援
の
検
討

予
算
額
六
、
三
二
〇
千
円

次
世
代
育
成
支
援
推
進
会
議

予
算
額
五
、
五
〇
九
千
円

理
念
検
討
会
議予

算
額

八
一
一
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
総
務
課
〉

平
成
17
年
５
月
、
千
代
田
区
は
「
千
代
田

区
次
世
代
育
成
支
援
推
進
会
議
」
を
設
置
し
、

「
千
代
田
区
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
前

期
行
動
計
画
）」
に
示
さ
れ
た
各
施
策
の
評
価

や
拡
充
、
新
規
施
策
の
検
討
、
企
業
へ
の
働

き
か
け
、
さ
ら
に
、
行
動
計
画
を
発
展
さ
せ
、

広
く
次
世
代
の
健
全
育
成
を
考
え
て
い
く
た

め
の
施
策
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
20
年
度
は
、
次
世
代
育
成
支
援
推
進

会
議
に
お
い
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
の
行
動
計
画
（
後
期
行
動
計
画
）

を
策
定
す
る
た
め
の
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

「
千
代
田
区
次
世
代
育
成
の
理
念
を
考
え
る

検
討
会
議
」
で
、
千
代
田
区
の
次
世
代
育
成

支
援
の
礎
と
な
る
理
念
に
つ
い
て
、
一
定
の

方
向
性
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
拡
充
】

認
証
保
育
所
補
助
金

予
算
額
三
四
〇
、
〇
八
四
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
支
援
課
〉

認
証
保
育
所
は
、
東
京
都
独
自
の
認
証
基

準
に
よ
り
保
育
の
質
を
確
保
し
な
が
ら
、
０

歳
児
保
育
や
長
時
間
保
育
な
ど
多
様
化
す
る

保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
保

育
所
で
す
。

各
事
業
者
に
対
し
て
は
、
運
営
補
助
の
ほ

か
に
家
賃
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者

に
は
認
証
保
育
所
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
、
認
可
保
育
園
よ
り
お
お
む
ね
２
割
安
く

な
る
よ
う
保
育
料
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
従
来
に
加
え
て
、
さ
ら

に
新
規
で
１
園
開
設
す
る
予
定
で
す
。

【
新
規
】

い
ず
み
こ
ど
も
プ
ラ
ザ

（
拡
大
型
一
時
預
か
り
保
育
）

予
算
額
三
、
一
五
二
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

従
来
、
各
児
童
館
に
お
い
て
実
施
し
て
い

る
一
時
預
か
り
保
育
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
拡

充
し
た
事
業
を
、
ち
よ
だ
パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
試
行
し
ま
す
。

【
拡
充
・
独
自
】

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン

予
算
額
二
三
二
、
四
五
〇
千
円

放
課
後
子
ど
も
教
室

予
算
額
一
一
二
、
二
八
三
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
総
務
課
〉

学
校
内
学
童
ク
ラ
ブ

予
算
額
一
二
〇
、
一
六
七
千
円

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

全
て
の
小
学
校
に
お
い
て
、
放
課
後
の
子

ど
も
の
安
全
で
健
や
か
な
活
動
場
所
を
確
保

し
、
総
合
的
な
放
課
後
対
策
を
行
う
た
め
の

「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
授
業
が
終
わ
っ
た
後
も
、
子

ど
も
た
ち
が
小
学
校
で
学
び
や
遊
び
、
体
験

活
動
が
で
き
る
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
と
、

保
護
者
の
就
労
等
に
よ
り
お
子
さ
ん
を
お
預

か
り
す
る
「
学
童
ク
ラ
ブ
事
業
」
を
実
施
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
、「
学
校
内
学
童
ク
ラ
ブ
」
は
、
こ
れ

ま
で
、
学
校
施
設
を
活
用
し
た
民
間
事
業
者

に
よ
る
学
童
ク
ラ
ブ
「
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル

す
き
っ
ぷ
」
と
し
て
、
麹
町
・
番
町
・
千
代

田
の
３
小
学
校
で
実
施
し
、
民
間
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
発
想
を
生
か
し
た
全
国
的
に
も
極
め
て

珍
し
い
手
法
の
事
業
で
す
。

な
お
、
学
童
ク
ラ
ブ
を
含
め
児
童
館
の
運

営
に
つ
い
て
も
、
抜
本
的
な
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

【
拡
充
・
独
自
】
保
育
園
等
保
育
料

〈
こ
ど
も
・
教
育
部
こ
ど
も
支
援
課
〉

定
率
減
税
の
廃
止
な
ど
、
税
制
改
正
に
よ

る
保
育
園
等
保
育
料
へ
の
影
響
を
抑
え
、
前

年
度
と
所
得
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
保
育
料
の

変
更
も
な
い
よ
う
に
保
育
料
算
定
基
準
を
変

更
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
19
年
度
ま
で
は
２
人
以
上
の

児
童
が
保
育
園
、
こ
ど
も
園
に
在
園
し
て
い

る
場
合
に
は
、
保
育
園
保
育
料
の
軽
減
措
置

を
講
じ
て
い
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
か
ら
は

第
１
子
が
幼
稚
園
に
在
園
し
て
い
る
場
合
の

第
２
子
以
降
の
保
育
園
保
育
料
、
さ
ら
に
は

幼
稚
園
保
育
料
に
も
軽
減
措
置
を
拡
大
適
用

し
ま
す
。

４
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
・

活
用
を
図
り
ま
す

【
新
規
】

史
跡
江
戸
城
外
堀
跡
の
整
備
・
活
用
の

推
進

予
算
額
三
、
九
八
〇
千
円

〈
区
民
生
活
部
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
〉

旧
江
戸
城
外
郭
内
に
位
置
す
る
千
代
田
区

は
、
国
特
別
史
跡
江
戸
城
跡
、
国
史
跡
江
戸

城
外
堀
跡
な
ど
、
近
世
城
郭
と
し
て
は
世
界

最
大
規
模
の
文
化
遺
産
が
良
好
に
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

区
で
は
、
こ
の
史
跡
を
そ
の
価
値
に
ふ
さ

わ
し
い
形
で
保
存
し
、
整
備
・
活
用
を
図
る

た
め
の
「
江
戸
城
外
堀
跡
保
存
管
理
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
史
跡
江
戸
城
外
堀
跡
に

関
す
る
説
明
板
の
設
置
や
ガ
イ
ド
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
作
成
な
ど
に
よ
り
周
知
を
図
り
ま
す
。
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